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令和6年度 長津田地域ケアプラザ  ＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
   長津田地区は、人口が約４万人と、世帯数、面積ともに区内で最大の地区である。1連合、1地区社協、1地区民児協
があり、連合には29の自治会で構成される。地区全体では、高齢化率は18.86%と区内で最も低いが、自治会ごとに見る
と高齢化が40%に迫る自治会がある。一方で、子育て世代が多い自治会があるなど、自治会ごとの課題は様々であり、
地区全体で課題を捉えるのではなく、自治会ごとの課題の確認と解決に向けた取組みが必要である。
　また、令和5年度は、従来の地域活動やイベントが再開する自治会や団体も増えたがコロナ禍以前までは復調してい
ない。外出の機会が少なくなり「日常生活動作が低下した」「認知症が進んだ」等、要介護状態に陥ったとの相談も引き
続き多くみられる。また、地域活動の停滞に伴って、担い手不足がますます顕在化してきた状況である。
　今年度は再開している地域活動に積極的に参加し、地域と地域ケアプラザとのつながりをより身近なものにし、既存の
ネットワークを活性化させ、「地域の見守り、支え合い」を強化していく。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

エリア内移動販売５か所の継続に向けた支援を実施し、住民の困りごと、課題の発掘をする。

　若い世代の対話の場として、長津田地区懇談会（仮）を実施し世代をこえた繋がりを形成するきっかけを作る。

・地域の商店や事業所、自治会等に向け「認知症サポータ－養成講座」を出張で開催する。また、地域のキャラ
バンメイト「チーム長津田」との交流会を開催する。

エリア内のケアマネジャーと民生委員との交流会を開催し、互いに情報交換を行える場を作り関係構築につなげ
る。

包括レベル会議、個別地域ケア会議開催を通して、専門職と住民のネットワーク構築に繋ぎ適時経過も確認す
る。

介護予防普及啓発事業を活用し、４回連続講座を2か所　長津田駅の北側・南側で実施し、定期的な通いの場
づくり及び継続した通いの場になる。

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

常勤職員：２名
非常勤職員：２名

令和６年度長津田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

市の公共施設であることを認識して、常に地域住民
や利用者の視点に立った対応に心掛けます。情報提
供に当たっては、正確な情報を収集した上で、分かり
やすく説明します。介護保険サービス事業者を紹介
する際は、複数の事業者の情報を提供し不利益が生
じないようにします。

朝夕のミーティング、各部門会議にて事故報告やヒ
ヤリハットを共有し、再発を防止します。また、コンプ
ライアンスや個人情報保護に関する研修を全職員に
実施し、法令に基づいた業務を行います。

地域全体で介護予防が進められるように、地域で行
われる活動への参加を意識したケアプランを作成し
ます。
災害等非常時への対応として、計画に基づき、訓練
を実施します。

常勤職員：４名
非常勤職員：２名

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

【その他料金】

居宅介護支援事業

利用者が住み慣れた地域で自立した日常生活を営
めるようなケアプランを作成し支援を行うと共に、利
用者家族が身体的・精神的負担を軽減できるよう努
めます。また災害時への対応で計画に基づき、BCP
を作成し、訓練を実施します。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

【実施日数】
359日（12/29～1/3除く）
【提供時間】
10：15～15：20
【定員】
35名（第１号通所事業含む）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用者一人ひとりの生活を大切に
し、その人らしく活き活きと健康が
維持できるようにサービス提供しま
す。また、家族からの生活相談にも
対応し、住み慣れた地域で在宅生
活が継続できるようにします。



職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者 １名（常勤）
生活相談員 5名（常勤３名、非常勤
兼務2名）
看護師　9名（非常勤兼務9名）
介護職員 14名（常勤兼務３名、非
常勤兼務11名）
機能訓練指導員9名（非常勤兼務9
名）

利用
料金

【その他料金】
【その他料金】
昼食代８００円（おやつ代84円を含
む）
レクリエーション代　実費相当額
体験利用料　500円
キャンセル料　食材料費（587円）

【その他料金】

【通所介護事業】【１割負担】
要介護１）611円　　　　要介護２）722円
要介護３）833円　　　　要介護４）944円
要介護５）1,055円
入浴加算Ⅰ）43円、個別機能訓練加算
Ｉイ） 60円、体制強化加算Ⅱ）20円、認
知症加算）65円、科学的介護推進体制
加算）43円
介護職員処遇改善加算Ⅰ
）所定単位数に1000分の59を乗じた単
位数を加算します。
介護職員特定処遇改善加算Ⅰ
）所定単位数に(Ⅰ)1000分の12を乗じ
た単位数を加算します。
介護職員等ベースアップ等支援加算
）所定単位数に1000分の11を乗じた単
位数を加算します。
※２割・３割負担は省略
【横浜市通所介護相当】【１割負担】
事業対象者、要支援１）1928円
要支援2（1）＊1928円
事業対象者、要支援２（2）3882円
体制強化加算Ⅱ　事業対象者、要支援
１）78円、要支援2（1）　78円、事業対象
者、要支援2（2）　155円
科学的介護推進体制加算）43円
介護職員処遇改善加算Ⅰ
）所定単位数に1000分の59を乗じた単
位数を加算します。
介護職員特定処遇改善加算Ⅰ
）所定単位数に(Ⅰ)1000分の12を乗じ
た単位数を加算します。
介護職員等ベースアップ等支援加算
）所定単位数に1000分の11を乗じた単
位数を加算します。
※２割・３割負担は省略
※要支援2（1）要支援2で週１回程度利
用の方、要支援２（2）要支援2で週２回
程度利用の方

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,074,849 19,074,849 19,074,849 横浜市より

0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,558,000 2,558,000 2,558,000

21,632,849 0 21,632,849 0 21,632,849

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,212,849 0 13,212,849 0 13,212,849
法人本部経費は含まれていない

11,059,849 11,059,849 11,059,849

1,142,000 1,142,000 1,142,000

911,000 911,000 911,000

12,000 12,000 12,000

6,000 6,000 6,000

82,000 82,000 82,000

0 0

200,000 0 200,000 0 200,000
法人本部経費は含まれていない

15,000 15,000 15,000

100,000 100,000 100,000

10,000 10,000 10,000

6,000 6,000 6,000

4,000 4,000 4,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

20,000 20,000 20,000

0 0

0 0

10,000 10,000 10,000

5,000 5,000 5,000

30,000 30,000 30,000

0 0

0 0

0 0

2,420,000 0 2,420,000 0 2,420,000
法人本部経費は含まれていない

0 0

2,420,000 2,420,000 2,420,000

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

5,326,000 0 5,326,000 0 5,326,000
法人本部経費は含まれていない

3,335,445 3,335,445 3,335,445

1,060,555 1,060,555 1,060,555

235,000 235,000 235,000

395,000 0 395,000 0 395,000

空調衛⽣設備保守 200,000 200,000 200,000

消防設備保守 45,000 45,000 45,000

電気設備保守 100,000 100,000 100,000

害⾍駆除清掃保守 30,000 30,000 30,000

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 20,000 20,000 20,000

0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
法人本部経費は含まれていない

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
法人本部経費は含まれていない

21,632,849 0 21,632,849 0 21,632,849

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,420,000 0 2,420,000 0 2,420,000

△ 2,420,000 0 △ 2,420,000 0 △ 2,420,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他

⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル修繕（追加）

太陽光パネル修繕（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和6年度　「横浜市長津田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,319,512 30,319,512 30,319,512 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 横浜市より
5,949,103 5,949,103 5,949,103 横浜市より

0 0

0 0

6,846,000 6,846,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

6,846,000 6,846,000 6,846,000

43,268,615 0 43,268,615 0 43,268,615

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

38,751,665 0 38,751,665 0 38,751,665
法人本部経費は含まれていない

23,767,000 23,767,000 23,767,000

4,643,000 4,643,000 4,643,000

8,964,665 8,964,665 8,964,665

63,000 63,000 63,000

36,000 36,000 36,000

1,278,000 1,278,000 1,278,000

0 0

250,000 0 250,000 0 250,000
法人本部経費は含まれていない

25,000 25,000 25,000

60,000 60,000 60,000

7,000 7,000 7,000

10,000 10,000 10,000

10,000 10,000 10,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

90,000 90,000 90,000

0 0

3,000 3,000 3,000

10,000 10,000 10,000

0 0

30,000 30,000 30,000

5,000 5,000 5,000

0 0

0 0

2,726,950 0 2,726,950 0 2,726,950
法人本部経費は含まれていない

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,722,950 1,722,950 1,722,950

154,000 154,000 154,000

0 0
220,000 220,000 220,000

0 0

1,414,000 0 1,414,000 0 1,414,000
法人本部経費は含まれていない

800,000 800,000 800,000

250,000 250,000 250,000

61,000 61,000 61,000

303,000 0 303,000 0 303,000
空調衛⽣設備保守 50,000 50,000 50,000
消防設備保守 7,000 7,000 7,000
電気設備保守 22,000 22,000 22,000
害⾍駆除清掃保守 7,000 7,000 7,000
駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 217,000 217,000 217,000

0 0

0 0

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
法人本部経費は含まれていない

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
法人本部経費は含まれていない

43,268,615 0 43,268,615 0 43,268,615

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,096,950 0 2,096,950 0 2,096,950

△ 2,096,950 0 △ 2,096,950 0 △ 2,096,950

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0
目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和６年度　「横浜市長津田地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税



R6年４月１日～R7年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

15,594 15,594 22,127 22,127 75,173 75,173

0 0 0 0 1,264 7,644 0 7,644

事業・負担金収入 0 0 7,564 7,564

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 1,264 1,264 80 80

15,594 0 15,594 22,127 0 22,127 82,817 0 82,817

5,549 5,549 16,010 16,010 53,070 53,070

12 12 59 59 795 795

27 27 852 852 17,976 17,976

0 0 0

7,327 0 7,327 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 7,327 7,327 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

12,915 0 12,915 16,921 0 16,921 71,841 0 71,841

2,679 0 2,679 5,206 0 5,206 10,976 0 10,976

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和６年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：長津田地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



長津田地域ケアプラザ

1 介護者のつどい 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護を行っている地域住民が、孤立せず
介護に向き合えるようにする。

５：地域 1
介護者同士の語らいや交流の場のを提供
すると共に、具体的な介護技術やリフレッ
シュ方法を伝える。

2 エンディングノート・もしも手帳
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

終活の一環として「エンディングノート」を
実際に作成する。
「もしも」手帳の使い方、活用方法を地域
へ伝える。

１：高齢者 5
メディア等で取り上げられている終活の一
環として「エンディングノート」を実際に作る
方法を伝える。

3
出前講座（老人ホームについ
て）

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

老人ホームの種類や費用について案内
（紹介会社スタッフを講師として招致）

１：高齢者 5
もしもの時に必要なものが揃っているグッ
ズ「もしも」手帳の使い方、活用方法を地
域へ伝える。

4 介護保険のいろは
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域の高齢者が安心して暮らし続けるた
めに、いざという時に、どんな介護保険
サービスがあるのか知る機会を設ける。

１：高齢者 5
介護認定を受けた場合、どんな介護保険
サービスが使えるのか、また相談窓口に
ついて伝える。

5
緑区生活支援Co連絡会ICT活
用班主催事業

令和4年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

地域の高齢者が抱えているICT活用への
抵抗感を低減する。

１：高齢者
年間2～3回程度、2か所以上のCP合同で
オンライン講座を開催する。

6 （仮）移動販売連絡会
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

移動販売を通じて、地域住民との関係構
築、地域コミュニティ形成、新たな担い手
を発掘する。

５：地域 1
年1～2回程度。エリア内の移動販売拠点
の情報交換等の場とする。

7
親子サロン
「ほっと・るーむ長津田」

平成16年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て世帯が孤立することなく、安心して
子育てができる地域づくりを促進する。

３：養育者及
び乳幼児

5

地域のボランティアによる親子で集うサロ
ン。おもちゃや季節に合わせた歌などで、
交流する。
●毎月、第１・２水　10：00～11：30

8
中途障がい者
ボッチャサークル
「遊遊クラブ」

平成15年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

脳血管性後遺症等の中途障がい者を対
象に閉じこもり防止し、当事者同士の仲間
づくりや交流・生活意欲の向上等を促進す
る。

２：障害児・
者

5

主に地域の脳血管性後遺症等の中途障
がい者を対象に、リハビリのため「ボッ
チャ」を行う。また、年に数回、地域住民と
の対戦「ながぴょんカップ」にて交流試合
を行う。
●毎月、第２・４土　10:00～12:00

9
地域活動支援センター「あした
ば工芸」出店事業

平成16年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

「あしたば工芸」の対象者である「精神障
がい者」と地域住民が、物販を通じた交流
を促進する。

５：地域

「あしたば工芸」の自主製品であるクッ
キー等を利用者が販売する機会を提供す
る。
●毎週金　10:30～12:15

10 コーディネーターハウス 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

区民に広く「地域活動交流コーディネー
ター」業務を周知し、円滑な地域活動交流
事業の推進を図る。

５：地域 7
地域活動交流事業紹介パネル展示、研修
報告　等

11 あおぞらといっしょ 令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

長津田地区在住の障害児者とその保護
者を対象とし、コロナ禍で集える場を基幹
相談支援センター「あおぞら」と共催でボッ
チャ大会を隔月開催する。

２：障害児・
者

5 奇数月最終日曜日13：00～15：00

12
あおぞらといっしょ
ふれあいコンサート

令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

「あおぞらといっしょ」に参加した障がい者
の演奏会を基幹相談支援センター「あお
ぞら」と共催で長津田地区在住の方を対
象とし、障がい者理解のため年２回開催
する。

２：障害児・
者

5
・ギター演奏
・ピアノ演奏

13 食支援 令和2年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

「食」にお困りの方を対象として、長津田地
区の支え合いによる食支援（食品の寄付
募集＋配分会）を実施する。

５：地域

常温保存可能な食品、未開封の食品、賞
味期限まで２カ月以上の食品等の寄付を
６月、11月に募集し、７月、１２月に配分会
を実施。

14 ボランティア交流会 平成30年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域で活動されている貸館利用団体やボ
ランティアに、日頃の感謝を伝えるととも
に、ボランティア相互の情報共有や連携を
目的として、開催します。さらにボランティ
アの活性化、ネットワーク化を目指す。

５：地域 団体・自己紹介。ＧＷ悩んている事等

令和６年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

15 消費者被害講座
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民や民生委員、介護支援専門員を
対象に、消費者被害についての啓発を行
い予防を促進する

５：地域 6
全国消費生活相談員協会による研修を受
けたボランティアに講義を依頼、６月に開
催予定

16 認知症サポーター養成講座 ５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

地域の事業所や住民が認知症について
の理解を深め、認知症当事者が暮らしや
すい地域を作る

５：地域
地域の商店街や店舗向けに講座を開催
する

17 成年後見制度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

法定後見利用前の任意後見制度につい
て啓発を行い、合わせて遺言書作成につ
いても学ぶ

５：地域 6 地域住民向けに司法書士から講義を行う

18
支援者の視点から考える「暮ら
しを守る家計講座」

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

生活に困窮されている方の相談を受けた

時に知っておくと 安心な家計に関す
る情報や支援について学ぶ

５：地域 6
生活支援課の協力を得て、家計相談員・
ファイナンシャルプランナである講師により
支援者に向けた家計講座を実施。

19 長津田おたのしみ会 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

コロナ禍での高齢者の居場所づくりのた
め、また、団体Ⅱのボランティア活動の場
づくりのため実施。

１：高齢者 5
高齢者の居場所づくりのため、また、団体
Ⅱのボランティア活動の場づくりのため実
施。

20
よこはまシニアボランティアポイ
ント登録研修会

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域で活躍するボランティア養成や、高齢
者がボランティア活動に参加されるきっか
けづくりとして実施。

１：高齢者 5

よこはまシニアボランティアポイント登録研
修会のルールに沿って研修を行うととも
に、ケアプラザで募集しているボランティア
活動の情報提供を行う。
年１回実施

21 親子で食育とクッキング体験会 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

緑区ヘルスメイトの働くママへの食育を
テーマとした活動支援、および長津田地域
ケアプラザ周知のため、また、親同士が交
流するきっかけづくりの場として実施しま
す。

３：養育者及
び乳幼児

4

８月19日(土)　10：00～12：00
緑区ヘルスメイト長津田による（１）食育講
座（２）調理体験：チーズとろけるカラフル
オムレツ　を実施。

22 パパ育児応援講座
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

長津田地区に在住する父親を始めとした
子育て世帯が、仲間作りや相談場所を見
つけるきっかけづくりや、個々の課題の把
握・解決の場

３：養育者及
び乳幼児

5
12/13(水)10:00～11:00　御幸通り自治会
館にてエスコートシニアサポートセンター
職員による講義
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